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発行：井ノ口地区まちづくり協議会 第１号：平成 23年 11月 

 井ノ口地区まちづくり協議会は、平成 23 年 9月 11 日（日）の井ノ口町内会臨時総会に
おいて設立が承認され、「田園まちづくり計画」の作成をめざして活動をスタートさせました。
それに伴い、以下の要領でまちあるき・ワークショップを開催いたします。 
 ワークショップとは、全ての参加者が平等な立場で向き合い、意見交換や共同作業を行う
会議の一種です。全員でそれぞれの思いを出し合いましょう！当日は、まずみんなで我が街
を歩いて地区の「魅力」（歴史･文化、自然、景観、祭り 等々）や「問題点・課題」（狭くて
不便な道、耕作放棄田 等々）を確認します。違った視点で歩いて見れば、きっと新しい発見
があると思います。ご家族、ご近所お誘い合わせの上、是非ご参加ください！ 

★日時：平成23年11月26日（土）午後2時～
雨天中止⇒雨天の場合は12月3日(土)に順延。 
中止の際は、町内会の放送にてお知らせします。 
※当日は歩きやすい服装でご参加ください。 

★集合：井ノ口東集会所
・まちあるきルート(予定) ※当日は二班に分かれてまちあるきを行います。 

基本情報 

地図の確認 

まちあるき 

スタート 

集会所にて 

まとめ作業 

■当日のプログラム（予定） 
学芸員による 

歴史・文化の 

小講義 

・日光山墓園 

上之庄神社 
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井ノ口東集会所 

加古川漕艇ｾﾝﾀｰ 

加古川 

みとろ荘 

常楽寺・ 

西側ﾙｰﾄ 
(約3.3km) 

東側ﾙｰﾄ 
(約2.5km) 
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【当日の役員会にて挙げられた質問をいくつか紹介します】 

Q１ 最近 TPP の農業への影響が取り上げられており、このままでは農業で生計が立てられず、住む人
もいなくなるのではないでしょうか？そのような状況において、この制度はどういう意味がありますか？

A1 →井ノ口には豊かな自然がある一方で、都市部にも近い。営農目的で来るのではなく、そのような
魅力に惹かれて U ターンで戻って住む人、新しく住む人もいるでしょう。そのようなときに、
建物を新しく建てることが出来る場所としての「受け皿」をつくり、井ノ口に新しく住むことが
できる環境を整えることが、この制度の意味になります。 

Q２ 全国的に人口が減少している中で、井ノ口に新規住宅地区を作っても意味があるのでしょうか？ 

A２ →加古川の豊かな水流を見ていると、誰もが心が落ち着き、自然の素晴らしさを感じます。この
ような自然資源の魅力があれば、新しく井ノ口に住みたくなる人もいるのではないでしょう
か。そのような方のためにも、新規住宅地区を指定する意味があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 井ノ口地区まちづくり協議会は、去る平成23年9月11日（日）より、「田園まちづくり計画」
の作成をめざして活動をスタートさせました。今後は、本「まちづくり協議会ニュース」で計画
づくりの進捗状況やアンケート調査結果等をお知らせしてまいりますので、是非ご愛読ください。 

 去る、平成 23 年 11 月 6 日（日）井ノ口

東集会所において「第１回まちづくり協議会」

を開催致しました。役員計10名が参加し、他

にも加古川市都市計画課２名、コンサルタント

２名が参加しました。 

 当日は、コンサルタントによる「田園まちづ

くり制度の概要」や「田園まちづくり計画策定

の全体及び今年度の活動スケジュール（予定）」

についての説明の他、まちづくりアンケート調

査の内容についても協議しました。 

制度については、今までの勉強会に加え、よ

り理解を深め、アンケートについては、平成

23 年 11 月中旬に実施することとなりまし

た。また、次回行う「まちあるきワークショッ

プ」のルート等も検討しました。 

★第１回  まちづくり協議会役員会を開催しました 

■第１回まちづくり協議会の様子

１．田園まちづくり制度の概要説明 

２．田園まちづくり計画策定の 
  スケジュール（予定）の確認 

３．まちづくりンケート調査について 

４．次回協議会の内容について 

〈当日の概要〉 
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※当区域は、町内会区域等を基にしたものです。 

・日光山墓園 

  ・ 
上之庄神社 

・
井ノ口東集会所 

加古川漕艇ｾﾝﾀｰ 
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加古川 

加古川ｺﾞﾙﾌ倶楽部 
・ 

・灰ヶ池 

JR加古川線 

みとろ荘 

・
みとろフルーツパーク 

常楽寺・ 
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（１）調査目的：「日頃まちに対して感じておられる魅力や問題点」、「土地活用につい

ての今後のお考え」等をお聞きし、まちの将来像を考える上で、大

切なポイントは何かを広く把握するための調査です。 

（２）調査主体：井ノ口地区まちづくり協議会 

（３）調査時期：平成23年11月 

【お聞きしたいこと】 

●お住まいと地域の環境について：いつからお住まいですか？また、今の井ノ口の環境を

どう思われますか？お聞かせ下さい。 

●今後の土地活用意向について：今後の土地活用についてどのようにお考えですか？

宅地、農地をお持ちの方、お聞かせ下さい。 

●コミュニティについて：ご近所の方とのお付き合い状況について、お聞かせ下さい。

●回 答 者 の 基 本 属 性：あなたについて、お聞かせ下さい。

●地区の問題点や魅力について：井ノ口の好きなところ、嫌いなところ、気になるとこ

ろについて、お聞かせ下さい。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

どりのガイドライン”（案）の今後の運用方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当地区の田園まちづくりについてご意見、ご質問がありましたら、下記までお問合せ下さい。 

井ノ口地区まちづくり協議会   会長：       （ＴＥＬ：  ） 

＜お問い合わせ先＞ 

【地区の皆様へ】 

秋たけなわの候、皆様には、いつも井ノ口地区の町内会活動やまちづくりにご理解、ご
協力頂きありがとうございます。 
 井ノ口地区まちづくり協議会は、平成23年 9月11日(日)の井ノ口町内会臨時総会に
おいて設立致しました。これから、井ノ口地区の田園まちづくり計画の作成に向けて活動
を始めますが、ここで改めて、具体的なまちの将来像を考える上での大切なポイントは何
かを広く把握するため、「日頃まちに対して感じておられる魅力 
や問題点」、「ご自身の生業についての今後のお考え」等をお聞き 
したく、アンケート調査をお願いする次第です。 

 なお、昨年の１２月に町内会において「田園まちづくり制度の
アンケート調査」を行い、当制度へのご意見を調査させていただ
きましたが、今回は今後の土地活用、コミュニティ等の状況につ
いてあらためてお聞きしたいと考えております。 

 たびたびのアンケート調査で誠に恐縮ですが、井ノ口地区をよ
り良いまちにしていくための基礎作業として、ご理解、ご協力頂
きますようよろしくお願いいたします。 

平成23年11月 井ノ口地区まちづくり協議会


